
東予一般廃棄物最終処分場

農地の利用状況調査

令
和
２
年
度
末
時
点
で
の

東
予
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
お
け
る
埋
め
立
て
可
能
年

数
は
、
過
去
５
年
間
の
平
均
埋
め

立
て
量
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
、

約
４
年
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
更
な
る
延
命
化
に
向
け
搬
入
さ

れ
る
ご
み
を
減
量
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
昨
年
度
、

処
理
手
数
料
を
増
額
し
た
こ
と
に

併
せ
て
、
１
世
帯
当
た
り
の
１
年

間
の
搬
入
量
を
６
ト
ン
か
ら
２
ト

ン
へ
制
限
を
強
化
し
た
。

　
ま
た
、
東
予
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
利
用
実
績
か
ら
、
過
去

５
年
間
で
年
間
20
ト
ン
以
上
の
搬

入
が
あ
っ
た
土
地
改
良
区
な
ど
の

団
体
に
対
し
、
搬
入
先
を
東
予
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
か
ら
、
残

余
容
量
に
余
裕
の
あ
る
東
部
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
へ
変
更
す
る

よ
う
働
き
か
け
て
お
り
、
今
年
度

も
複
数
の
団
体
か
ら
協
力
に
つ
い

て
承
諾
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
も
排
出
量
の
多
い
団
体
な

ど
に
は
、
東
部
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
へ
の
持
ち
込
み
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
多
量
排
出
予
定

の
個
人
に
対
し
て
は
、
市
職
員
が

現
場
確
認
に
出
向
く
な
ど
、
事
業

系
ご
み
の
混
入
が
な
い
よ
う
に
す

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に

伴
い
、
国
内
市
場
規
模
の
縮
小
、

農
業
従
事
者
の
減
少
が
進
む
一
方
、

国
際
競
争
力
を
強
化
し
、
輸
出
産

業
へ
の
成
長
を
目
指
し
た
強
い
農

林
水
産
業
の
構
築
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
。

　

平
成
21
年
の
農
地
法
の
改
正
以

降
は
、
農
地
を
利
用
し
て
農
業
経

営
を
行
う
一
般
法
人
が
改
正
前
の

約
５
倍
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
お

り
、
全
国
的
に
企
業
の
農
業
参
入

が
促
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
外
資
系
企
業
が
母

体
と
な
り
、
農
業
参
入
す
る
例
も

る
こ
と
で
、
東
予
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
を
抑
制
し
、

更
な
る
減
量
化
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
な
お
、
延
命
化
方
法
に
つ
い
て

は
、
掘
削
工
法
に
よ
る
埋
め
立
て

容
量
の
増
加
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
た
結
果
、
掘
削
工
法
で
は
施
工

で
使
用
す
る
重
機
の
現
地
へ
の
進

入
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
埋
め

立
て
廃
棄
物
の
性
状
か
ら
減
量
化

の
効
果
が
低
い
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
現
在
、
よ
り
費
用
対
効
果

が
高
く
、
実
現
可
能
な
延
命
化
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
地

元
の
意
向
も
伺
い
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

あ
る
が
、
企
業
が
農
地
所
有
適
格

法
人
と
し
て
農
業
に
参
入
す
る
場

合
、
国
内
・
地
元
企
業
と
外
資
系

企
業
で
申
請
な
ど
の
手
続
き
に
違

い
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
企
業
と

地
権
者
の
考
え
の
相
違
な
ど
か
ら
、

問
題
な
ど
生
じ
て
い
な
い
か
。

　

更
に
、
農
業
委
員
会
は
、
売
買

又
は
貸
借
許
可
を
行
っ
た
農
地
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
管
理
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

本
市
に
お
い
て
農
業
に
参

入
し
て
い
る
法
人
は
、
67

法
人
あ
り
、
そ
の
う
ち
外
資
系
法

人
は
１
法
人
で
あ
る
。
法
人
が
農

地
を
取
得
す
る
際
に
は
、
農
地
法

で
定
め
る
農
地
所
有
適
格
法
人
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
農
地
所
有
適
格
法
人

以
外
の
一
般
法
人
も
一
定
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
で
農
地
を
借
り
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法

に
基
づ
き
、
要
件
確
認
及
び
権
利

に
係
る
審
査
を
行
い
、
農
地
の
売

買
又
は
貸
借
を
許
可
し
て
お
り
、

こ
れ
は
外
資
系
法
人
に
お
い
て
も

同
様
の
取
り
扱
い
と
な
る
。
な
お
、

外
資
系
法
人
と
地
権
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
聞
き

及
ん
で
い
な
い
。

　
売
買
又
は
貸
借
許
可
後
の
農
地

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
に
お
い
て
、
毎
年
８
月
か
ら
９

月
に
、
市
内
全
農
地
の
利
用
状
況

調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど
が

保
有
す
る
農
地
を
含
め
、
適
正
な

利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
、

指
導
す
る
こ
と
で
、
そ
の
法
人
の

遊
休
農
地
発
生
の
防
止
に
努
め
て

い
る
。

　
農
業
委
員
会
で
は
今
後
も
、
深

刻
化
す
る
農
業
従
事
者
の
減
少
や

担
い
手
の
高
齢
化
に
対
処
す
る
た

め
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
新
た

な
担
い
手
と
し
て
、
法
人
の
農
業

参
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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１　

企
業
の
農
業
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入
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て

答

適
正
に
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て
い
る
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業
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入

答


